
生態学研究を行い,Community構造のなりたち

を考える｡
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SciencePublishers.Amsterdam.

2) watanabe,K.andMatsumura,S.(1991):

Thoborderlandandpossiblehybrids

betweenthreespeciesofmacaques,
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12.
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7) 波速邦夫 (1991):ニホンザル保護をめぐる
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ザルの現況｣研究会から.霊長類研究,7:

53-54.

8) 渡退邦夫 (1991):霊長類における学習と文

化.週間朝日百科 ｢動物たちの地球｣,1:
314-319.

9) 渡遥邦夫 (1991):野生ニホンザルにみる利

き手.左右差の起源と脳 (久保田競編),p.

49-62.朝倉書店.

学会発表

1) 渡退邦夫 (1991):スラウェシマカクの現状

と保護について.第7回日本霊長析学会大会.

霊長類研究,7(2):155.

2) 井上美穂 ･大沢秀行 ･波過邦夫 ･竹中 修

(1991):DNAフィンガープリント法による

父子判定の,野生霊長類への応用.第7回日

本霊長類学会大会.霊長類研究,7(2):144.

サル類保健飼育管理施設

小嶋祥三 (施設長 ･兼)･松林清明･

後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子1)

平成3年度の活動を以下に述べる｡

1) 営繕工事の要求が認められて.第2放場に

飼チンパンジー用のテスト室および居室が増設さ

れた｡これは本棟地下で飼育されていた2頭のチ

ンパンジーが成長し,第2放飼場に移動したこと

に伴う処置である｡今後第 1,第2放飼場の次段

階の改修を順次要求する予定である｡

2) サルを含む動物の実験使用については,動

物福祉の観点から,きめ細かな配慮が要求される

ようになってきている｡そのような状況に対応し,

サル頬の飼育や繁殖の改善を目指して,当施設を

改組,拡充するセンター化の構想が計画された｡

これについては現在進行している研究所 (部門)

の改組が決着した後に要求する予定である｡それ

に関連して,自家繁殖体制をほぼ確立した現時点

での適正飼育頭数やサルの所外供給に関わる詰問

1)教務職員
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題を討議している｡

3) サル施設職員の海外における活動.松林糾

明が平成3年10月に,∫ICAの短期専門家とし

て,ケニアの霊長粁研究所の無頼システムを指導

した｡また.三輪宣勝技官が10,11月に生活史研

究部門の杉山教授の隊に参加し,アフリカギニア

国ポッソウで野生チンパンジーの調査を行った｡

4) 平成3年皮より前田典彦技官が新規採用さ

れ宕任した｡技官の高齢化が憂慮されるなかでの

久しぶりの朗報である｡

研究概要

1) サル煩の繁殖に関する研究

松林清明

特にオスニホンザルの生殖機能の老齢化に伴う

変化を見るため.20才以上の個体の生碑器の組織

学的検索を行った｡

2) サル頬の花粉アレルギーに関する研究

後藤俊二

ニホンザルにおけるスギ花粉症の自然発症を明

らかにするため,血中IgE抗休価や皮内アレル

ギー反応等を指標とした疫学調査を進めた｡また,

スギ花粉抗原の人工感作による花粉アレルギーの

実験モデル作出を試みた｡

3) サル類の成長の生理学的及び形態学的研究

鈴木樹理

サル類の血中成長ホルモンの分泌動態を明らか

にするために,性成熟期前後のニホンザルとアカ

ゲザルについて,24時間の連続採血を行った｡実

験終了回復後,生体計測を行い形態学的データを

得た｡これら成長ホルモンのデータと生体計測デー

タを合わせて成長の解析を行った｡

4) サル類のストレス定員のための基礎的研究

鈴木樹理

日常的にサル類に負荷されている様々なストレ

スを定員するための基礎研究として,採血の場面

を設定し血中のコーチゾル及びリンパ球サブセッ

トの定見を行った｡
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125.
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Kyoto University Overseas Research

ReportorStudiesonAsian灯on-Human

Primates,8:ll-15.
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Kyoto University Overseas Research
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霊長類学会大会. 霊長類研究, 7(2):142.
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都).1991年6月14日.
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花粉抗原の人口感作実験.第38回日本実験動

物学会総会.講演要旨,P.125.

5) 中村 伸･峰沢 満･後藤俊二 ･橋本道子 ･

和 秀雄 (1991):ニホンザルにおけるスギ

花粉自然感作の特徴.第41回日本アレルギー

学会総会.アレルギー,40(8):981.
6) 後藤俊二 ･橋本道子 ･横田 明 ･中村 伸

(1991):ニホンザルを用いたスギ花粉アレル

ギーの実験モデル.第41回アレルギー学会総

会.アレルギー,40(8):981.

7) 鈴木樹理 ･三輪宣勝 ･後藤俊二 ･松林清明

(1991):飼育様式によるマカクの成長の差異,

第7回日本霊長類学会大会.霊長頬研究,

7(2):141.
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1991年 庇 (平 成 3年 皮 ) サ ル 類 動 態 衷

区 分種 名 増 加 死 亡
中人 也症 突 外 呼吹 潤化 柄環 捕尿 そ ※

i. 似 -23-系 宕琵系 宕琵系 器系 の.

殺 死 戻忠 戻忠 戻忠 戻忠 他

コ モ ン ツ パ イワ オ キ ツ ネ ザ ルオ オ ガ ラ ゴワタポウシタマ リンコモンマ-モセットヨ ザ ルフ サ オ マ キ ザ ルニ ホ ン ザ ル _.537 131234 1259 51 111 15 2 121 413 12

ア カ ゲ ザ ルタ イ ワ ン ザ ルカ ニ ク イ ザ ルボ ン ネ ッ トザ ルベ ニ ガ オ ザ ルア ッ サ ム ザ ルマ ン ト ヒ ヒ 4711212 3421822 3 21 2111 1 2 11

小 計 15 113 120 9 6 ll 3 4 8 5

鍾)増加総頭数 一 減少総頭数 - 差引頭数 ※剖検不能など

128(増加) - 168(減少) ニ ー40(減少)

1991年 度 (平 成 3年 度 ) 未 飼 育 頭 数

種 名 一 頭 数 種 名 頭 数

コ モ ン ツ パ イ 4 ホ ン ザ ル 359.

ワ オ キ ツ ネ ザ ル 3 ア カ ゲ ザ ル 240

コ モ ン マ - モ セ ッ ト 6 ブ タ オ ザ ル 4

ワ タ ポ ウ シ タ マ リ ン 17 ベ ニ ガ オ ザ ル 2

ヨ ザ ル 10 ボ ン ネ ッ ト ザ ル 13

リ ス ザ ル 3 カ ニ ク イ ザ ル 56

フ サ オ マ キ ザ ル 12 セ レ ベ ス マ カ ク 2

チ エ ウ ベ イ ク モ ザ ル 1 マ ン ト ヒ ヒ 9

ケ ナ ガ ク モ ザ ル 1 シ ロ テ テ ナ ガ ザ ル 2

､ ド リ ザ ル 6 ア ジ ル テ ナ ガ ザ ル 2

バ タ ス ザ ルミ ド リ ザ ル × バ タ ス ザ ル 12 チ ン パ ン ジ p- 10
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